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4.魅力的な集客施置について・中心市街地の最中心部にある施設には、も っ とM!~)Jのある f1二"ド中でここにし
かないJ、「ここでしか味わえないj、「ここへ行けば必ず目的が栄たせる」とい
うような特化された魅力が必要である。
• fq，心市街地活性化区域jは、尚.席、飲食、サービス、制光、文化、レジャー施
i設などが集積した、大きな iつの 「エンターテイメント施設Jであるという発
想がiJi要ではないか。市民・県民や来街終に対して f'1心市街地Jをアピール
していく場合は、そういう発想を強制することでアピールノJが地す。もちろん、
都市政策的には同エリアにおいてオフィスやマンションの集積促進のための整
備は必要であるが。
- 中心市街地区械内の明確な線引きは必要ないとしても、おおよそのエリア設定
は必要である。 しかし、そのエリア設定は行政だけでは媛しい。 民間の司~)走者、
専門家とのils携が符効であろう。設定されたエリア内において 「うちが、級と
なるエン ターテイメント施設だ」と名来・りをあげる応や施設がつぎつぎとl1IJL
していけば理想的である。
- こうした魅力ある 「エンターテイメント施設Jの成長に、どれだけ多くの参両者
を得られるかが成否のポイントである。現実的には、名乗りをあげた人々の費
則負担による共同促進事業というスキームを術祭せざるをえないが、そのコー
デイネートには大きなパワーが必認となる。
• rエンターテイメント施設Jの核として、市民がそれぞれ自分のしたいことを自
drに楽しめるような縦合的機能を持つ滞在型施設が必援である。
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5.キャッチフレーズ・ネーミングについて
• r減まちjという言楽は馴染みが無く、 全国的に通用するのだろうか。「減」とい
う歴史的建造物を全而に/11す一方で、 「ハッピーロードJというカタカナ英語が
並列するのは違和!惑がある。
- 和歌山市内には;城下町時代からの由緒ある歴史 ・文化の委りを感じさせる素敵な
町名が残っている。キャ ッチフレーズやネーミングには残された質量な地名を
活かすことが良いのではないか。
- 中心市街地は、それ自体が和歌山というまちの歴史や文化を包含した大きな施設
と見ることができる。本計画のなかでいう「城まちJはそれに該当するであろう。
1つ1つの施設についてキャッチフレーズを考えることよりも、そういう大き
なキャッチフレーズやイメージを大切にしたい。例えば「大阪ミナミJというネー
ミングはその好例であろう。
6.交通整備について・使利な場所に無料の大型駐車場が必要である。和歌山市では、日常の移動手段
として車・バイク ・自転車を利用することが多い。そういう現状を路まえれば、
郊外の自宅から中心m街地まで(出来ればその中で核となる魅力的な集客施設
の近くまで)、事 ・バイク・自転車で乗り付けることが出来るようにし、そこで
駐車場に停めた後、徒歩でのんびり歩き回れるような整備のしかたが望ましい。
そのために、まず中心市街地の更に中心部分、核となる魅力的な集客施設から
半桂3∞m (徒歩5分間内)の円内に「大規模な無料駐車場Jが必要である。そ
のことで中心市街地への来訪者が増え、滞宅E時聞が仰びるのは間違いない。
• r城まちハッピーロードJという輸については、そこを貫く公共交通輔の抜本的
改善策を打ち出すべきである。とくに、「城まちハッピーロードJの両端は鉄道
ターミナルであるのだから、鉄軌道網の改善策は重要である。
7.施策全般について・和歌山市の将*人口推計を見ると、合計特殊出生率を1.35とやや高めに見積もっ
ても、2050年には19万人に満たない規模(昭和261手当時と同じ)の都市となる
可能性が高い。また、和歌山市域を旧市 (本町ほか7地区)、 戦前編入(r.1;1ノ烏
ほか2地区)、戦後編入(岡崎ほか13地区)の3つのエリアに分けて将来人口を
推計すると、戦後編入 (岡崎ほか13地区)地域が段も減少輔が大きい推計結栄
となった。このことは、今後、地域毎に人口の減少幅に差が出ることを示して
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いる。これからのまちづくり計蘭は、こうした将来の人口減少を見据えたもの
であることが求められる。
- コンパクトシティは、環境と人にやさしい交通システムをかしこく活かして発展
する持続可能型都市でなければならない。まちづくり施策と道路施策そして交
通施策をパッケージで展開することカ司王来あるべき方向ではないか。
- もう少しハード而に予算を付け、例えば緑のある回遊道路を新設する等の思い
切った対策をとって、夢を織り込むべきではないか。
- バリアフリー基本計画や周辺部の公共交通機関を利用したパーク・アンド ・ライ
ド、モピリテイ・マネージメントの取り組み当事で事業に組み込めるものもある
のではないか。資金がなくてもできる効果的な交通施策はいくらでもある。1
対1のコミュニケーションを重視する新しい交通施策であるモピリティ ・マ
ネジメントはその一例であるが、和歌山市民アクテイプネットワーク交通まち
づくり分科会が制作した都市圏公共交通路線鴎wapは平成19年度の日本モピリ
ティ ・マネジメント会議デザイン貨に輝いている。このような動きと述舵すれ
ば安く効果的な交通施策がすぐにでも展開できる。
・和歌山都.r1l圏交通まちづくり基本計闇(県総合交通政策課と国交省近畿運輸局が
事務局)との連携を図って欲しい。この計繭は国の地域公共交通述携計画とし
ての採用を目指しており、実現すれば国から集中的な支援を受けて交通ネット
ワークを抜本的に改善することができる。和歌山都市間交通まちづくり基本計
蘭から該当部分をそっくりそのまま中心市街地活性化基本音「画に移秘しでもよ
いのではないか。
- 卦観については今回の計・孤ではトーンダウンしている。たとえば、城周辺から県
庁にかけてのR筆業集積について景観を重視した積極的な整備が必要ではないか。
8.その他・平成20年1月1-3日に和歌山大学で第38回土木計・画学研究発表会を開催され
る。交通計蘭・都市剖・蘭・国土計閥会多の研究者や実務家が延べ28ω人程度集まる。
この機会を活かし、中心市街地活性化のスペシャルセッションを設けて地域外
の専門家の意見を鉾騰、してはどうか。
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